
　 
  

　
　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
見

込
み
は
ど
う
か
。 

　
　
二
月
議
会
で
、
収
支
均
衡
す
る
見

通
し
と
答
え
た
が
、
そ
の
後
の
経
費
節

減
等
に
よ
り
現
時
点
で
二
十
億
円
程
度

の
黒
字
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
た
。 

　
最
終
的
な
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

八
月
上
旬
ご
ろ
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。 

    

　
　
羽
田
空
港
の
国
際
化
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。 

　
　
わ
が
国
が
今
後
も
国
際
競
争
力
を

維
持
、
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
成

田
と
羽
田
を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り

首
都
圏
の
旺
盛
な
国
際
航
空
需
要
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。 

　
そ
の
た
め
に
、
国
際
線
の
基
幹
空
港

で
あ
る
成
田
空
港
の
機
能
充
実
を
図
り
、

成
田
・
羽
田
の
ア
ク
セ
ス
整
備
に
よ
る

両
空
港
間
の
有
機
的
な
連
携
の
強
化
が

最
大
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
県
と
し

て
も
、
成
田
新
高
速
鉄
道
、
北
千
葉
道

路
、
圏
央
道
な
ど
の
整
備
に
努
め
て
い

く
。
成
田
新
高
速
鉄
道
に
関
し
て
は
、

平
成
二
十
二
年
に
暫
定
滑
走
路
が
二
千

五
百
メ
ー
ト
ル
に
な
る
の
に
合
わ
せ
、

工
事
を
進
め
て
い
る
。 

    

　
　
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果
か
ら
の

本
県
の
課
題
は
何
か
。
ま
た
今
後
、
地

震
防
災
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。 

　
　
東
京
湾
北
部
地
震
で
は
、
避
難
者

が
百
四
十
五
万
人
を
超
え
る
と
想
定
さ

れ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
閉
じ
込
め

や
、
帰
宅
困
難
者
と
と
も
に
、
成
田
国

際
空
港
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、

幕
張
メ
ッ
セ
な
ど
で
多
く
の
滞
留
者
が

発
生
す
る
な
ど
、
都
市
型
災
害
の
傾
向

が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
そ
の
た
め
に
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、

復
旧
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
建
築
物
の
耐
震
化
、

道
路
橋
梁
の
耐
震
補
強
、
自
主
防
災
組

織
の
組
織
率
の
向
上
な
ど
減
災
目
標
を

設
定
し
、
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
対

策
を
検
討
、
地
域
防
災
計
画
の
修
正
を

行
う
。 

　
今
回
の
調
査
結
果
は
貴
重
で
あ
り
、

県
民
に
周
知
し
て
「
自
助
」
「
共
助
」

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。 

 

　
　
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
状
況

と
、
国
の
法
改
正
を
受
け
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。 

　
　
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
緊
急
の
課
題
と
と

ら
え
、
耐
震
補
強
や
改
築
工
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
の
耐
震
化
率
は
五

七
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。 

　
県
立
学
校
に
つ
い
て
は
、
倒
壊
等
の

危
険
性
の
高
い
建
物
や
特
別
支
援
学
校

の
建
物
を
優
先
し
て
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
お
り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日

現
在
の
耐
震
化
率
は
六
五
・
八
％
と
な

っ
て
い
る
。 

　
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正

を
受
け
、
市
町
村
に
対
し
、
補
助
制
度

を
活
用
し
て
耐
震
化
が
一
層
推
進
さ
れ

る
よ
う
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。
さ
ら

に
、
教
育
庁
財
務
施
設
課
内
に
「
耐
震

化
促
進
チ
ー
ム
」
を
臨
時
に
設
け
、
技

術
面
で
の
指
導
・
支
援
等
に
努
め
て
い
く
。 

    

　
　
医
師
の
確
保
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。 

　
　
医
師
の
確
保
、
養
成
強
化
、
再
就

業
の
三
つ
の
視
点
か
ら
医
師
確
保
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
確
保
対
策
で
は
、
後
期
臨
床
研
修
医

へ
の
貸
付
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
今

年
度
は
貸
付
範
囲
を
初
期
の
臨
床
研
修

医
等
に
も
拡
大
し
、
さ
ら
に
多
く
の
医

師
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。 

　
養
成
強
化
に
つ
い
て
は
、
千
葉
大
学

に
「
循
環
型
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

学
」
に
関
す
る
講
座
を
設
置
。
地
域
の

病
院
に
指
導
医
等
を
派
遣
し
、
地
域
医

療
の
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

　
再
就
業
に
関
し
て
は
、
復
職
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ド
ク
タ
ー
バ

ン
ク
事
業
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
。 

　
ま
た
、
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
麻

酔
科
医
不
足
に
対
し
て
も
、
育
児
中
の

医
師
が
勤
務
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、

病
院
内
保
育
所
の
整
備
と
運
営
に
対
す

る
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

自
治
体
病
院
に
つ
い
て
は
、
県
外
か
ら
医

師
を
招
へ
い
し
た
市
町
村
に
対
す
る
補

助
制
度
が
麻
酔
科
医
の
確
保
に
も
利
用

で
き
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。 

    

　
　
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。 

　
　
地
球
温
暖
化
は
、
地
球
上
の
生
物

や
生
態
系
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
農

林
漁
業
や
県
民
生
活
・
健
康
へ
の
影
響

も
心
配
さ
れ
る
。 

　
県
で
は
、
「
生
物
多
様
性
基
本
法
」

に
先
立
ち
、
「
生
物
多
様
性
ち
ば
県
戦

略
」
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
四
月
に
は

「
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

基
礎
情
報
の
収
集
や
提
供
、
外
来
種
や

絶
滅
危
惧
種
の
対
策
、
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

    

　
　
京
葉
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
の

発
展
と
地
域
と
の
共
生
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。 

　
　
同
地
域
は
、
国
内
最
大
の
素
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
が
、

近
年
、
国
際
競
争
が
激
化
し
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
中
、
厳
し
い
状
況
を
認
識

す
る
企
業
・
国
・
県
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
ち
ば
推
進
戦
略
」

を
ま
と
め
た
。
本
戦
略
は
、 

①
設
備
の
共
同
設
置
な
ど
、
企
業
間
連

携
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
を
図
る
競
争
力
強

化
の
取
り
組
み 

②
産
業
集
積
や
事
業
活
動
を
生
か
し
た
、

地
域
と
企
業
双
方
に
高
い
効
果
が
得

ら
れ
る
地
域
共
生
の
取
り
組
み 

を
推
進
し
、
本
地
域
の
持
続
的
な
発
展

を
目
指
し
て
い
る
。
　 

    

　
　
米
の
生
産
調
整
に
対
す
る
考
え
方

と
取
り
組
み
状
況
及
び
水
田
農
業
を
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
進
め
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
国
か
ら
新
た
に
、
六
万
四
千
ト
ン

も
の
転
作
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

県
の
湿
田
は
水
は
け
が
悪
く
、
麦
や
大

豆
な
ど
へ
の
転
作
に
適
し
て
い
な
い
た

め
、
生
産
調
整
の
実
施
は
大
変
困
難
な

状
況
に
あ
る
。 

　
そ
こ
で
県
は
、
六
月
二
十
日
農
林
水

産
大
臣
に
対
し
、 

①
全
国
一
律
の
生
産
調
整
の
制
度
で
は

な
く
、
適
地
適
作
に
よ
る
生
産
調
整

が
行
わ
れ
る
よ
う
な
制
度
へ
の
見
直

し
を
行
っ
て
ほ
し
い 

②
農
家
を
支
援
す
る
「
産
地
づ
く
り
交

付
金
」
が
他
県
に
比
べ
て
極
め
て
少

な
い
た
め
、
増
額
を
し
て
ほ
し
い 

旨
を
伝
え
た
。 

　
今
後
の
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
売
れ
る
米
作
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
米
の
需
要
拡
大

に
努
め
て
い
く
。 

　
一
方
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
作
物

の
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
特
に
畜
産
が
盛
ん
で
あ

る
特
徴
を
生
か
し
、
水
田
を
水
田
の
ま

ま
活
用
で
き
る
飼
料
用
米
の
生
産
な
ど
、

生
産
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
水

田
農
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。 

　 
   

　
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
を
防
止
す
る
対
策
と
、
発
生
し
た

場
合
の
防
疫
体
制
は
ど
う
か
。 

　
　
県
で
は
、
全
養
鶏
場
を
定
期
的
に

巡
回
し
、
発
生
防
止
に
向
け
衛
生
管
理

面
で
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
養
鶏
場
で
の
死
亡
羽
数
の
報

告
や
、
家
畜
保
健
衛
生
所
ご
と
に
選
定

し
た
県
内
四
カ
所
の
養
鶏
場
で
毎
月
一

回
、
千
羽
以
上
飼
育
す
る
採
卵
養
鶏
場

で
は
年
一
回
の
血
液
検
査
等
を
実
施
し
、

監
視
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

養
鶏
農
家
や
関
係
団
体
に
対
し
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
。 

　
こ
の
ほ
か
、
東
金
市
と
長
柄
町
の
湖

沼
で
渡
り
鳥
の
ウ
イ
ル
ス
保
有
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
野
鳥
に
つ

い
て
の
検
査
も
実
施
。
五
月
以
降
に
は

千
羽
以
上
飼
育
す
る
養
鶏
場
を
対
象
に

一
斉
消
毒
を
行
う
な
ど
、
発
生
防
止
対

策
を
適
時
・
適
切
に
進
め
て
い
く
。 

　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
県

内
で
発
生
し
た
場
合
、
対
策
本
部
や
連

絡
調
整
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
、
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
疫
体
制
を
整
備

し
、
防
疫
活
動
に
必
要
な
防
護
服
や
消

毒
薬
等
の
資
材
を
備
蓄
。
毎
年
そ
の
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
防
護

服
の
脱
着
や
防
疫
実
習
等
の
訓
練
を
毎

年
実
施
し
、
本
年
も
十
一
月
に
予
定
し

て
い
る
。 

 

　 
  

　
　
談
合
の
起
こ
り
に
く
い
入
札
制
度

の
構
築
及
び
入
札
約
款
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。 

　
　
県
で
は
、
公
正
で
透
明
性
、
競
争

性
の
高
い
入
札
・
契
約
制
度
を
確
立
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
十
月
か
ら
は 

①
一
般
競
争
入
札
を
二
億
円
以
上
か
ら

五
千
万
円
以
上
に
拡
大 

②
総
合
評
価
方
式
の
入
札
を
五
千
万
円

以
上
に
拡
大 

③
談
合
等
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

強
化 

な
ど
、
一
層
の
改
善
を
図
っ
て
き
た
。 

　
今
後
、
予
定
価
格
の
公
表
の
あ
り
方

や
総
合
評
価
方
式
の
評
価
内
容
な
ど
を

検
討
し
、
談
合
の
起
こ
り
に
く
い
制
度

の
構
築
に
努
め
て
い
く
。 

　
水
道
局
で
、
予
定
価
格
を
上
回
る
入

札
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
は
、
想
定
さ
れ

て
い
な
い
入
札
に
対
し
無
効
に
す
る
規

定
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
今
後
、

予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
た
場
合
の
予

定
価
格
を
超
え
た
入
札
は
、
無
効
に
す

る
な
ど
の
措
置
を
と
る
。 
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　8日（水） 

　9日（木） 

10日（金） 

11日（土） 

12日（日） 

13日（月） 

14日（火） 

15日（水） 

月　　日 議　事　予　定 開議予定時間 

平成20年9月定例県議会会期及び議事・委員会予定（素案） 

※本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終 
　決定します。 

開会　知事提案理由説明 

議案調査のため休会 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

議案調査のため休会 

休日のため休会 

議案調査のため休会 

質疑並びに一般質問 

 〃 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

質疑並びに一般質問 

 〃　　　　 

 〃　　　　 

 〃　　　　 

常任委員会準備のため休会 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

常任委員会開催 

 〃　　　　 

 〃　　　　 

 〃　　　　 

常任委員会予備日 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

休日のため休会 

総合調整のため休会 

委員長報告等　採決　閉会 

午前10時 
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